
消
防
団
東
由
利
分
団
第
３
部

が
由
利
本
荘
市
訓
練
大
会
で

第
２
位
入
賞

７
月
７
日(

日)

、
秋
田
県
消
防
学
校

で
由
利
本
荘
市
消
防
訓
練
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

東
由
利
分
団
か
ら
は
第
３
部
第
１
班

の
古
関
光
春
さ
ん
、
遠
藤
裕
二
さ
ん
、

畠
山
孝
将
さ
ん
、
小
野
徳
昭
さ
ん
が
出

場
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
鳥
海
分
団
に

僅
差
で
、
東
由
利
分
団
は
第
２
位
の
好

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

団
員
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
や
家
庭
の
協
力
が
好
成
績
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に

活
動
す
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
た
め
、
消
防
団
に
入
団
し
地

域
の
た
め
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
５
回
由
利
本
荘
市
民
交
流

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

八
塩
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー

ズ
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
、
第
５
回

由
利
本
荘
市
民
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
７
月
７
日
（
日
）
に
八
塩
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
由
利
本
荘
市
内
の
町
内
会

構
成
員
２
人
１
組
の
チ
ー
ム
戦
で
行
わ

れ
、
26
チ
ー
ム
52
名
の
参
加
者
が
快
晴

の
下
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
優
勝
を
目
指
し
て
、
個
人

で
プ
レ
ー
す
る
18
ホ
ー
ル
と
、
2
人
で

交
互
に
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
プ
レ
ー
す
る

18
ホ
ー
ル
の
合
計
ス
コ
ア
を
競
い
合
い

ま
し
た
。
懸
命
に
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ボ
ー

ル
を
繋
い
で
協
力
し
合
い
、
笑
い
の
絶

え
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝

赤
沼
（
本
荘
）

【
佐
藤
荘
市
・
工
藤
憲
三
】

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝

大
鍬
町
（
本
荘
）

【
加
藤
憲
一
・
加
藤
正
子
】

Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

蓼
沼
（
本
荘
）

【
小
松
清
子
・
吉
野
照
子
】

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI

総合支所だより

第 ３６８号
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古
着
等
再
利
用
回
収
を
実
施

し
ま
し
た

６
月
23
日
（
日
）
に
東
由
利
老
方
の

除
雪
機
械
車
庫
前
で
、
古
着
の
回
収
を

行
い
ま
し
た
。
30
人
以
上
の
方
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
90
袋
を
超
え
る
古
着
は
、

国
外
で
の
再
利
用
や
工
業
用
繊
維
の
材

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
も
回
収
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
不
要
に
な
っ
た
衣
類
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
み
減
量
化
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

秋
田
県
少
年
少
女
陸
上
競
技

大
会
で
、
小
野
大
輝
君
が
優

勝
し
ま
し
た

６
月
30
日(

日)

に
行
わ
れ
た
、
県
少

年
少
女
陸
上
競
技
大
会
、
男
子
コ
ン
バ

イ
ン
ド
Ａ
競
技
（
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
・
走

り
高
跳
び
）
に
お
い
て
、
東
由
利
小
学

校
６
年
・
小
野
大
輝
君
が
見
事
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
野
君

は
、
８
月
10
日
（
土
）
に
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム
（
神
奈
川
県
）
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
県
代
表
と
し

て
更
な
る
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夏
季
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
！

今
年
も
、
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
使
用
し
た
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交

流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
市

内
在
住
ま
た
は
市
内
企
業
に
勤
務
す
る

女
性
と
な
り
ま
す
。
東
由
利
版
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
を
適
用
し
、
１
チ
ー
ム
10
人

以
内
で
の
チ
ー
ム
編
成
と
な
り
ま
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時

８
月
21
日(

水)

、
28
日(

水)

、

９
月
４
日(

水)

19
時
30
分
よ
り
試
合
開
始

▼
場
所

東
由
利
体
育
館

▼
参
加
料

１
チ
ー
ム

１
，
０
０
０
円
円

▼
締
切

８
月
８
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
合
せ

教
育
学
習
課

電
話

69-

２
３
１
０

F
A
X

69-

２
０
３
９

ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ペ
タ
ン
ク
交
流
会
を
開

催
し
ま
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
の
た
め
に
、

毎
月
最
終
水
曜
日
を
ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
と
し
て
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
体
育
施
設(

東
由
利
地
域)

の

使
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、
げ
ん
き
館
に
て
ペ
タ
ン
ク

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ペ
タ
ン
ク
と

は
、
目
標
球(

ビ
ュ
ッ
ト)

に
金
属
製
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
合
っ
て
、
相
手
の
ボ
ー

ル
に
よ
り
近
づ
け
る
こ
と
で
得
点
を
競

う
ゲ
ー
ム
で
す
。
初
心
者
で
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
日
頃
の
運
動

不
足
解
消
に
ぜ
ひ
友
人
・
家
族
を
誘
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
31
日(

水)

19
時
開
始

▼
場
所

げ
ん
き
館

▼
参
加
料

無
料

（
教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

優勝した小野君（左）

たくさんの回収が行えました

７
月
の
「
永
慶
ひ
ろ
ば
」
は
、
「
夕

涼
み
会
」
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
遊
び
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
遊
び
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
27
日
（
土
）

15
時
30
分
～
17
時
30
分

▼
場
所

永
慶
保
育
園

（
永
慶
保
育
園

69-

３
１
０
１

）



第
21
回
由
利
畜
産
共
進
会

由
利
本
荘
市
・
に
か
ほ
市
・
Ｊ
Ａ
秋

田
し
ん
せ
い
の
３
者
が
主
催
す
る
「
第

21
回
由
利
畜
産
共
進
会
」
が
７
月
６
日

（
土
）
に
あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
で
開

催
さ
れ
、
両
市
か
ら
出
陳
さ
れ
た
69
頭

の
改
良
効
果
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

東
由
利
地
域
か
ら
は
12
頭
の
黒
毛
和

種
雌
牛
が
出
陳
さ
れ
、
飼
養
者
は
日
頃

の
調
教
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

由
利
本
荘
市
全
域
や
東
由
利
地
域
に

お
い
て
も
、
畜
産
農
家
数
は
減
少
傾
向

で
す
が
、
各
農
家
の
増
頭
や
後
継
者
の

就
農
に
よ
る
規
模
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

牛
の
頭
数
は
こ
こ
数
年
増
加
し
て
い
ま

す
。共

進
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

東
由
利
地
域
分)

▼
育
成
牛
区

優
等
賞

(

株)

た
か
は
し
畜
産

｢

た
か
こ
号｣

一
等
賞

佐
藤
隆
一｢

さ
き
号｣

二
等
賞

小
野
久
一｢

ら
ら
号｣

二
等
賞

髙
橋
新
一

｢

お
り
ひ
め
号｣

▼
若
雌
牛
１
区

優
等
賞

小
野
眞
一

｢

お
き
く
号｣

一
等
賞

佐
々
木
善
永

｢

さ
く
ら
ふ
じ
号｣

二
等
賞

畑
山
清
雄

｢

さ
な
え
号｣

二
等
賞

遠
藤
正
直

｢

さ
く
ら
号｣

二
等
賞

小
松
芳
久

｢

さ
き
お
２
号｣

二
等
賞

荘
野
高
光

｢

は
る
な
号｣

▼
若
雌
牛
３
区

優
等
賞

佐
々
木
善
永

｢

も
え
ふ
く
号｣

二
等
賞

小
野
晃
一

｢

め
ぐ
み
号｣

▼
団
体
総
合

準
優
勝

▼
最
優
秀
賞(

秋
田
県
知
事
賞)

(

株)

た
か
は
し
畜
産

｢

た
か
こ
号｣

道
路
一
斉
清
掃
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

８
月
は
全
国
道
路
愛
護
月
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
お
盆
前
の
道
路
一

斉
清
掃
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
是
非

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
は
例
年
ど
お
り
各
自
治
会
単
位

で
実
施
し
、
ゴ
ミ
の
収
集
は
自
治
会
に

配
布
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
期
日

８
月
４
日
（
日
）
時
間
は
各

自
治
会
に
一
任
し
ま
す
。

(
建
設
課

69-

２
１
１
５
）

家
族
介
護
者
交
流
会
を

開
催
し
ま
す

▼
日
時

８
月
４
日
（
日
）

▼
場
所

由
利
本
荘
市
文
化
交
流
館
カ

ダ
ー
レ

▼
内
容

わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ジ
パ
ン
グ
青
春
期
」
観
賞

▼
対
象
者

在
宅
（
東
由
利
在
住
）
で

要
介
護
高
齢
者
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族

▼
参
加
費

１
、
０
０
０
円

▼
申
込
み

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

７
月
23
日
（
火
）
ま
で
社
会
福
祉
協
議

会
東
由
利
支
所
（
69-

２
１
３
５
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
員
20
人
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
期
限
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
第
②
期

国
民
健
康
保
険
税
第
①
期

納
期
限

７
月
31
日
（
水
）

口
座
振
替
日
は
納
期
限
日
と
な

り
ま
す
。
納
期
限
前
に
預
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
督
促
状
が
届
い
て
か
ら

税
金
を
納
め
る
方
は
督
促
手
数

料
（
100
円
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
市
税
・
国
保
税
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で

す
。



ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い

東
由
利
地
域
で
も
ク
マ
の
目
撃
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
人
身
被
害

を
予
防
す
る
た
め
に
次
の
事
項
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

①
山
林
や
野
外
で
の
単
独
行
動
は
慎
み

ま
し
ょ
う
。

②
鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
等
、
音
を
鳴
ら
し

な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

③
ク
マ
の
注
意
喚
起
の
看
板
を
見
か
け

た
ら
、
付
近
の
山
林
等
に
立
ち
入
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
生
ゴ
ミ
や
残
飯
は
そ
の
場
に
放
置
す

る
と
、
ク
マ
を
引
き
寄
せ
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
山
林
は
ク
マ
の
生
息
地
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
、
不
必
要
に
山
奥
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
際
は
、
速
や
か
に

産
業
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

農
作
業
事
故
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

今
年
、
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
安
全
な
農
作
業
を
行
う
た
め
に
、

次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
機
械
類
の
点
検
は
、
計
画
的
に

早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
適
時
に
休
憩
を
と
り
、
無
理
の
な
い

農
作
業
計
画
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

③
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し
た
服
装

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
ほ
場
へ
の
出
入
り
口
や
、
畦
越
え
は

適
切
な
速
度
で
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

⑤
機
械
類
の
点
検
・
調
整
等
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ

う
。

⑥
疲
れ
て
い
る
と
き
や
体
調
が
悪
い
と

き
は
無
理
せ
ず
、
作
業
を
終
え
休

憩
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
産
業
課

69-

２
１
１
６
）

証
明
書
交
付
申
請
に
は

本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す

戸
籍
・
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・

市
税
証
明
等
の
交
付
申
請
時
に
窓
口
に

来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
写
真
付
き
の
も
の

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
・
年
金
手

帳
・
通
帳
等
を
二
つ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
戸
籍
・
住
民

票
等
の
申
請
時
に
、
必
要
な
方
ご
本
人

か
ら
の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

東
由
利
総
合
支
所
内
に
廃
用
油
の
回

収
ボ
ッ
ク
ス
と
は
別
に
、
ご
家
庭
で
不

要
に
な
っ
た
廃
乾
電
池
と
蛍
光
管
な
ど

の
水
銀
含
有
廃
棄
物
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
、
正
面
玄
関
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
側
）

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
ご
確
認
の
う
え
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
廃
乾
電
池

ア
ル
カ
リ
・
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
、
充

電
式
乾
電
池
（
ニ
ッ
カ
ド
な
ど
）
、
ボ

タ
ン
電
池

▼
水
銀
含
有
廃
棄
物

蛍
光
管
、
体
温
計
、
温
度
計
、
血
圧

計（
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

69-

２
１
１
７
）

喜
雨
受
け
て
背
丈
伸
ば
す
や
山
野
草

下
小
路

小

野

貞

子

汗
流
し
植
え
た
キ
ュ
ウ
リ
が
二
本
か
な
湯
出
野

佐

藤

則

子

新
茣
蓙
の
藺
草
の
香
り
拡
が
り
ぬ

横
小
路

小

松

丈

介

喜
雨
あ
り
て
ホ
ー
ス
畳
み
し
一
安
堵

中

通

森

川

九
二
男

七
夕
や
若
き
あ
の
夜
の
願
い
ご
と

館

西

菊

地

敬

子

さ
く
ら
ん
ぼ
無
限
の
数
を
人
が
摘
む

秋
田
市

嵯

峨

義

之


